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࣍ੈ୅自ಈंߴ͚޲ग़ྗՄൖܕ֎෦ిڅγスςϜの։ൃ
Development of High-output, Portable External Power Output System for Use with Next-generation 

Environment Vehicles

１．まえがき

2011 年の౦日本大਒ࡂҎ߱，自વ֐ࡂରࡦにରするؔ

心が高まり，国౔ڧਟ化（φγϣφϧ	Ϩジリエンス）基本

ஙの一手法ߏըがֳܾٞఆされた（１）．Ϩジリエンス社会ܭ

として，大ి力を発ిや஝ిする機能がある࣍世代自動ं

ʤ೩ྉి஑自動 （ंҎ߱F$V）やిؾ自動 （ंҎ߱EV）などʥ

を，૸るిݯとして活用することがظ଴されている．૸る

ٕज़঺հ

を取りग़すことが必要ؾを実現するには，移動先でిݯి

となるたΊ，Մൖܕの外෦ثిڅ EE90i（1ower	EYporter	

9000ɿҎ߱ 1E9000）を開発した．࣌֐ࡂ౳の༗事利用と野

外活動౳のฏ࣌活用といった෯広いγーンでの࢖用を૝ఆ

しており，1E9000 のग़力は高ग़力とすることがٻΊられ

ている．Αって，ి ઃඋの技術基४のղऍ（̎）ୈؾ 199 ৚の

2 でنఆされている上ݶであるं྆୺ग़力࠷大値（10	 L8）

ະຬをຬ଍する 9	LVA にઃఆした．Մൖܕで高ग़力とする

ˎ　汎用 R&D センター

ˎˎ四輪 R&D センター

要　　旨

࣍世代自動ंからిؾを取るという新価値をఏڙする，

外෦ثిڅ EE90i（1ower	EYporter	 9000）を開発した．࣍

世代自動ंは，1ower	EYporter	 9000 にΑり必要な場所で

．として活用できるݯ用できるたΊ，૸るి࢖をؾి

1ower	EYporter	 9000 は，エンジン発ి機のখྔܰܕ

化技術のԠ用にΑり $LAR*T:	F6EL	$ELL のτϥンΫ

に౥載Մ能とした．࣍ に，エンジン発ి機のΠンόータ技

術ならͼに์೤ߏ造を活用することで，঎用ిݯಉ౳の高

品࣭で҆ఆしたిؾのग़力かͭ 9	 LVA の高ग़力を達੒し

た．また，ి 動自動ं用ॆ์ిγステϜΨΠドϥΠン V2L	

D$ ൛にద合することにΑり，自社にݶらͣଞ社の外෦څ

ి機能を࣋ͭ࣍世代自動ंとの઀続ੑ׵ޓを実現した．

$LAR*T:	F6EL	$ELL も上記ΨΠドϥΠンに४ڌした

ઃܭとすることで，外෦ثిڅ઀続の汎用ੑを高Ίた．こ

れらの技術にΑり，自વ֐ࡂにରする国౔ڧਟ化社会ߏ

ங，おΑͼ Honda の目ࢦす水ૉ社会の実現の一手法となる

．通しを得たݟ

ABSTRACT

The external power output device EE90i ( the 
Power Exporter 9000) that provides new value with 
the capability for obtaining electric power from next-
generation vehicles was developed. Through use of the 
Power Exporter 9000, next-generation vehicles will be 
able to utilize electrical output at the location where it 
is needed, allowing the use of those vehicles as mobile 
power sources that can provide electrical output.

The Power Exporter 9000 has realized a form 
factor that allows loading the unit into the trunk of 
a CLARITY FUEL CELL by means of applying 
downsizing and weight-saving technologies for engine 
generators. The engine generator’s inverter technology 
and heat-dissipating construction were then used to 
achieve stable electric output with quality equivalent 
to grid power as well as high output of 9 kVA. 
Furthermore, compliance with the Guidelines of 
Charge/Discharge System for Electric Vehicle V2L 
DC version has enabled connectivity and compatibility 
with next-generation vehicles that have external power 
output function and that are not only from Honda but 
also from other manufacturers. The general usability 
of the CLARITY FUEL CELL for connection with 
external power output devices was also heightened by 
following the above guidelines in the design. These 
technologies were found to offer prospects for a method 
of developing a society that builds national resilience 
against natural disasters and realizing the hydrogen 
society that is Honda’s aim.
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ことで，1E9000 は࣍世代自動ंに૸るిݯという新価値

をఏڙした．

一方で Honda では，水ૉエωϧΪーを中心とした，ʠͭ

くるʡ，ʠͭかうʡ，ʠͭながるʡをίンセϓτに $02 ഉग़θ

ϩの水ૉ社会の実現を目ࢦしている．F$V でʠͭかうʡࡍ

に࢖用される水ૉは࠶生Մ能エωϧΪーから生੒Մ能であ

り，利用࣌にも $02 ഉग़がない．また，高エωϧΪーີ度

でஷଂかͭ༌ૹがՄ能なたΊ，エωϧΪーセΩϡリティに

༏れた࣍世代エωϧΪーとしてண目されている．さらに水

ૉɾ೩ྉి஑ઓུϩードϚοϓ（̏）にて，ʠF$V を 2030 年

に 80 ສ୆ఔ度のීٴを目ࢦすʡという੓෎の目ඪ値がઃఆ

されたことからも，ࠓ後の水ૉエωϧΪー利用֦大がࠐݟ

まれている（̐）．本開発では 1E9000 で F$V とిؾ機ثと

がʠͭながるʡことで，水ૉ社会の実現を目ࢦした．

本ߘでは，1E9000 のಛ௃であるখྔܰܕՄൖܕ，高

ग़力高品࣭ిݯ，ं ，を実現した技術とͭࡾのੑ׵ޓ྆

$LAR*T:	F6EL	$ELL のిڅ技術を঺հする．

２．։ൃのねらい

2.1. ։ൃコンセプトと要ੑٻೳ
Fig. 1 に Honda が目ࢦす水ૉ社会をࣔす．スϚーτ水ૉ

ステーγϣン（̑）で࠶生Մ能エωϧΪーから水ૉをʠͭく

るʡ，F$V で૸ることにΑりʠͭかうʡ，1E9000 でं྆と

Load（Ҏ߱V2L）ʥ，ま	to	とがʠͭながるʡʤVehicleث機ؾి

たは 1ower	.anaHer	HEH55（̒）でं྆とॅ୐౳とがʠͭな

がるʡ	ʤVehicle	 to	 HoNe（Ҏ߱ V2H）ʥことで水ૉ社会の実

現を目ࢦしている．1E9000 の開発にあたっては，ʠΫϧϚ

とͭながる．฻らしへͻΖがるʡをίンセϓτに，ʠͭなが

るʡ新価値をఏڙすることを目తとした．
Fig. 2 に 1E9000 の外؍をࣔす．*nter-#lended をΩー

ϫードに環境とௐ࿨するΫリーンなσβΠンとした．

$LAR*T:	F6EL	$ELL のσβΠンとௐ࿨させ，γステ

Ϝでの一ମײを࡞った．

1E9000 を水ૉ社会の実現と，自વ֐ࡂにରするϨジリ

エンスڧ化の一手法として活用するたΊに，Ҏ下のੑ能を

実現することを開発のͶらいとした．

（１）	࣋ ちӡͼՄ能なՄൖੑを༗すること

（̎）	঎用ిݯಉ౳の高品࣭ग़力かͭ高ग़力のこと

（̏）	多くの࣍世代自動ंと઀続できる高い汎用ੑを༗す

ること

2.2. γスςϜ構੒とಛ௃
Fig. 3 に外෦ిڅγステϜのߏ੒ਤをࣔす．࣍ 世代自動

ंからڅڙされた D$ ి力を 1E9000 にΑり A$ ి力に

ม׵し，ి ࣍．しているڅڙをؾにిث機ؾ 世代自動ंが

Honda の $LAR*T:	F6EL	$ELL の場合，ిڅのঢ়ଶを

ं྆の .Vlti-inGorNation	 diTplaZ（.*D）表ࣔͩけではなく，

཭れた場所でもΠンターφビγステϜをհすることでス

ϚーτϑΥン౳で֬ೝできるγステϜとした．

Fig. 2   External view of Power Exporter 9000

Fig. 1   Conceptual diagram of realization of hydrogen 
society

Fig. 3   System configuration of external power output 
system
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Item
Rated output power

Output voltage
Dimension (L/W/H)

Mass
Sound power level
Applicable standard

Specification
9 kVA 

100 V/200 V
755 mm × 387 mm × 438 mm

50.8 kg
LWA 57 dB

V2L Guidelines for DC system

Name

Honda
PE9000

Nichicon
Vehicle to

Socket

Mitsubishi
MiEV power

BOX

AESC LEAF
to 100V

Power
(kVA)

9 

3*1

1.5

1.5

Mass
(kg)

60
(Target)

73

11.5

12

Power/Mass
ratio (VA/kg)

150
(Target)

41

130

125

Portable
or not

Portable

Not
portable

Portable

Portable

*1: At the time of external power output.

Table 1 に 1E9000 のओ要ॾݩをࣔす．1E9000 はҎ下

のಛ௃を࣋ͭ．

（１）	খྔܰܕՄൖܕ

エンジン発ి機のখྔܰܕ化技術の活用にΑり 9	 LVA

の高ग़力でありながら $LAR*T:	F6EL	$ELL のτϥン

Ϋに౥載がՄ能な大きさと࣭ྔにऩΊた．また，ϋンドϧ

とं輪ߏ造にΑりं྆から߱Ζした後に༰қに１人で࣋ち

ӡべるΑうなઃܭとした．

（̎）	高ग़力高品࣭ిݯ

౥載されているి子Ϣχοτの発೤෦品をޮ཰తにྫྷ٫

できるΑう，ి 子Ϣχοτの഑ஔとྫྷ٫ϑΝンの࠷ద化を

実ࢪした．これにΑり，高ग़力࣌にも҆ఆతなڅڙができ

るઃܭとした．また，エンジン発ి機のΠンόータઃܭ技

術（̓）にΑり，高品࣭で҆ఆしたిؾのग़力をՄ能とするઃ

．としたܭ

（̏）	ं ੑ׵ޓ྆

ి動自動ं用ॆ์ిγステϜΨΠドϥΠン V2L	 D$

൛（̔）（Ҏ߱ V2L ΨΠドϥΠン）にద合することで，ଞ社の

外෦ిڅ機能を࣋ͭ࣍世代自動ंをؚΊたੑ׵ޓを֬อし

た．$02 ഉग़θϩという؍఺でं྆は EV または F$V を

બ୒できるが，2016 年 6 月࣌఺では EV Αり航続ڑ཭が

長い F$V との઀続࣌に高ग़力のϝリοτが࠷大化する．

Honda の $LAR*T:	F6EL	$ELL と઀続した場合は一ൠ

Ոఉの໿̓日分のి力をڅڙすることができる（９）．さらに

V2L γステϜにదしたϢーβΠンターϑΣースとするこ

とで，高いϢーβビリティを࣋ͭઃܭとした．

本ߘでは，上記ͭࡾのಛ௃を達੒した開発技術を঺հ

する．

３．։ൃٕज़の঺հ

3.1. খܰܕ量Մൖٕܕज़
9	 LVA の高ग़力ながら，$LAR*T:	F6EL	$ELL のτ

ϥンΫに౥載Մ能とする外ੇܗ法，おΑͼ੒人உੑ̎人で

ੵみ下ΖしՄ能な࣭ （ྔ60	LH Ҏ下）（10）とするきΐうମߏ੒

を目ࢦし，ग़力ॏྔൺにおいてଞ社にରして大きな༏Ґੑ

を࣋たせるઃܭをͶらいとした（Table 2）．また，本機単ಠ

での移動࣌おΑͼ，ं ྆へのੵみ߱Ζし࣌のϢーβ負荷低

減をおこなった．Ҏ下にখܕ，ܰ ྔ化技術と取ѻいੑ能お

Αͼं載࣌のিಥエωϧΪーٵऩߏ造にͭいて঺հする．

3.1.1. インバータɼコンバータのࡉ෼化とύッέージンά
1E9000 においてΠンόータとίンόータはओ要機能

෦品であり，࣭ ྔおΑͼ༰ੵにおいて大きなׂ合を઎Ί

る．1E9000 はΠンόータとίンόータ合せてͭޒのి子

Ϣχοτでߏ੒している．9	 LVA ग़力で 1 Ϣχοτとせͣ

に，6	 LVA ग़力のΠンόータ，3	 LVA ग़力のΠンόータ

をそれͧれ１Ϣχοτ，3	 LVA ग़力のίンόータを̏Ϣ

χοτ組み合わせることで，9	 LVA ग़力とした．このΑう

なϢχοτのࡉ分化Αって自༝度の高い഑ஔߏ੒がՄ能と

なった．
Fig. 4 に 1E9000 の内෦ߏ੒をࣔす．Πンόータ，ίン

όータの഑ஔを基本ߏ੒として，ଞの機能෦品を下記のΑ

うに഑ஔした．

（１）	上෦に੍ޚ用ి૷෦品を഑ஔ

（̎）	લ෦にग़力用ి૷෦品を഑ஔ

（̏）	後෦にిڅίωΫタをऩೲ

（̐）	ଆ໘にྫྷ٫ϑΝンを഑ஔ

これらのߏ੒にΑり，$LAR*T:	F6EL	$ELL のτϥ

ンΫに౥載Մ能な外ੇܗ法となった．

3.1.2. ܰ量ڧߴ౓֨ࠎ
ܰྔ化する一方で，通ৗの取ѻいに଱えうるڧ度を֬

อするたΊ，ϑϨーϜࡐにはܰྔかͭڧ度に༏ҐなΞϧϛ

ύΠϓを࠾用した．Fig. 5 にϑϨーϜߏ造と，それにかか

る外෦からೖ力される荷ॏの分෍をࣔす．外෦からೖ力さ

れる荷ॏをϝΠンϑϨーϜに集໿するߏ造とすることで，

ϒϥέοτ౳の෦品をෆ要とした．さらにύΠϓϑϨー

Ϝに機能෦品を直઀取り෇ける౳の機能集໿をਤること

でߏ੒෦品をলུし，ܰ ྔ化をおこなった．૯࣭ྔにおけ

るϑϨーϜ෦品࣭ྔのׂ合は，ಉ౳࣭ྔの Honda 発ి機

（E628iT）が 54.8� であるのにରし，1E9000 は 32.7� と

なった．

3.1.3. コンバータ構଄
1E9000 のೖ力ిѹൣғが 150	V から 450	 V と広いた

Ί，本γステϜでは内෦直ྲྀిѹを一ఆにม׵するίン

όータが必要となる．Fig. 6 にίンόータの断໘ਤをࣔす．

Table 1   Specifications of Power Exporter 9000 Table 2   Compare power/mass ratio with competitors
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Force from electric units

High strength frameForce from handle

Force from pipe

Force from
pipe and wheels

Stationary position Hauling position

本γステϜにおいて大きな࣭ྔと༰ੵを઎Ίるίンόータ

であるが，基൘を̎ஈߏ੒とすることにΑり，表໘ੵが減

গし，ίンόータのখܕ化，ฒͼにέースのܰྔ化がՄ能

となった．また，थࢷモーϧドॲཧをおこない，଱水 ɾੑ଱

ৼ動ੑを֬อしているが，本γステϜはエンジンのΑうな

ओ要ৼ動発生ݯを౥載していないたΊ，ै དྷのエンジン発

ి機にൺべ，ৼ動環境下にஔかれることがগない．それを

౿まえ，थࢷモーϧドの࠷ద化をおこなった結Ռ，上下基

൘間の空間をモーϧドࡐでຒΊない中空ߏ造がՄ能とな

り，さらなるܰྔ化にͭながった．中空ߏ造であるたΊ，

基൘の෦品໘ଆのみをモーϧドॲཧしており，はんͩ໘に

モーϧドࡐが઀しない．これにΑり，はんͩ฼ࡐとモーϧ

ドࡐの೤๲ு཰のࠩにΑる，はんͩΫϥοΫの๷ࢭにد༩

している．また，中空空間෦のέースに݀ٵݺをઃけるこ

とで，基൘の࣪ٵを཈੍Մ能なߏ造とした．これらの技術

にΑりίンόータのখܕ化おΑͼܰྔ化を達੒した．

Ҏ上のύοέージンά，ܰ ྔ高ڧ度֨ࠎ，ίンόータ技

術にΑり，࠷大ग़力 9	 LVA の高ग़力でありながら，きΐ

うମサΠζ 755	NNʷ387	NNʷ438	NN（શ長ʷશ෯ʷશ

高），૯࣭ྔ 50.8	 LH（ग़力ॏྔൺ 177	 VA�LH）を達੒し，

$LAR*T:	F6EL	$ELL のτϥンΫに౥載することをՄ

能とした．

3.1.4. 取ѻいੑೳ
খྔܰܕ化に加え，高い取ѻいੑ能をͶらった機能を௥

加した．ఆஔ࣌の҆ఆੑと，移動ૢੑ࡞をཱ྆させるたΊ，

ϋンドϧを࣋ち上͛たときにのみ઀地するं輪ߏ造を新た

に࠾用した．Fig. 7 にఆஔ࣌とϋンドϧ࣋ち上͛࣌の઀地

ঢ়ଶをࣔす．これにΑり，ఆஔ࣌の҆ఆੑを֬อしながら

も，ं 輪のݻఆをෆ要とし，本ମのं輪を࢖って一人で༰

қに移動することをՄ能とした．

ं྆へのੵみ߱Ζし࣌のૢੑ࡞にͭいても考ྀし，લ後

Fig. 5   Force receiving points on high strength frame

Fig. 7   Configuration of wheels and contact with 
ground
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Cooling fan
(Intake)

Converter
(3 kVA)

Inverter
(3 kVA)

Fig. 4   Inner configuration of Power Exporter 9000
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Fig. 6   Section of converter
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のάリοϓに加え，ଆ໘にもάリοϓを഑ஔした．Fig. 8

に 1E9000 の࣋ち上͛࢟੎をࣔす．લ後のάリοϓとଆ໘

のάリοϓを合わせてอ࣋することで，本ମを҆ఆして܏

けることがՄ能となり，લ後のάリοϓのみをอ࣋するΑ

りも，༰қにτϥンΫへ౥載することをՄ能とした．

Ҏ上のΑうな഑ྀにΑり，移動の༰қさおΑͼτϥンΫ

へのੵみ߱Ζし࣌のϢーβ負荷低減を達੒した．

ऩ構଄ٵのিಥエωルΪー࣌ࡌं .�.3.1
$LAR*T:	F6EL	$ELL のϑϨーϜߏ造は，িಥ࣌の

িܸٵऩにد༩するエωϧΪーٵऩ෦と，৐員や೩ྉܥ౷

෦品のอޢにد༩する，高ڧ度ΩϟビンྖҬでߏ੒されて

いる．

1E9000 を $LAR*T:	F6EL	$ELL にं載する場合，

エωϧΪーٵऩ෦であるτϥンΫ内に౥載される．そこ

で，1E9000 はτϥンΫとಉ様にিಥエωϧΪーをٵऩす

るߏ造とし，$LAR*T:	F6EL	$ELL の後෦িಥ࣌の҆

શੑに഑ྀした．高ڧ度のϝΠンϑϨーϜ෦品をࠨӈに分

ׂし，それらをϒϥέοτおΑͼύΠϓで結合するߏ੒と

した．通ৗの࢖用における外力は Fig. 5 でࣔす高ڧ度ϑ

ϨーϜでडけࢭΊ，Fig. 9 にࣔすΑうに，িಥ࣌のԣから

のڧいিܸをϒϥέοτおΑͼύΠϓにてߏ੒された荷ॏ

ܰ減෦分にてܰ減するߏ造となっている．これにΑり，通

ৗの取ѻいに଱えうるڧ度を֬อしながらも，高ڧ度Ωϟ

ビンྖҬҎ下の荷ॏで 1E9000 をมܗさせることをՄ能と

した．

Λୡ੒͢Δྫྷ٫ٕज़ݯ඼࣭ిߴग़ྗߴ .3.2
1E9000 に౥載されているΠンόータおΑͼίンόータ

は動࡞中に内෦ଛࣦにΑる೤が発生するたΊ，ྫྷ ٫が必要

となる．1E9000 では高ग़力のిڅγステϜを༴しながら

も，খྔܰܕとするたΊ，ޮ ཰తなྫྷߏ٫造とすることで

．した౼ݕのྫྷ٫ϑΝン༰ྔで੒ཱするΑうにݶখ࠷

์೤ੑの؍఺では，Fig. 6 にࣔしたίンόータの̎ஈߏ

੒おΑͼ中空ߏ造が์೤ੑ能にもد༩する．ओな೤ݯとな

るड動ૉ子を下ஈ基൘に集໿させることで，ྫྷ ٫ϑィンに

ΑりۙͮけることがՄ能となり，ޮ ཰తな์೤となる．中

空ߏ造にΑり，ίンόータ内に空ؾ૚をߏ੒することもμ

ΠΧスτέースへ༏先తに์೤をଅしている．また，下ஈ

基൘のૉ子のモーϧドࡐとして೤఻ಋ཰の༏れている΢Ϩ

タンを࠾用することで，さらに์೤ྔを高Ίている．結Ռ，

খܕ高ग़力ながらもे分な์೤をおこなうことがՄ能と

なった．

また，ྫྷ ٫方法にはి動࣠ྲྀϑΝンにΑる空ྫྷを࠾用し

ている．࣠ ྲྀϑΝンの࢖用方法として，きΐうମ内に空ؾ

をٵいࠐΉΑうに取り෇ける方式（ࠐٵみ取෇け）ときΐう

ମ内から空ؾをుきग़すΑうに取り෇ける方式（ుきग़し

取෇け）がある．ࠐٵみ取෇けはきΐうମ内の発೤෦が集

中する場合にޮՌతであり，ుきग़し取෇けは発೤෦が分

する場合にޮՌతである（11）．Fig. 10ࢄ にΠンόータ，ίン

όータ，ϑΝンの഑ஔをࣔす．Πンόータ，ίンόータの

発೤ྔおΑͼ発೤Օ所に合った࠷దなϑΝンの഑ஔとする

たΊ，本開発では，ࠐٵみ取෇けとుきग़し取෇けを組み

合わせるߏ造を࠾用した．
Fig. 11 に発೤Օ所おΑͼ෩のྲྀれ場ղੳ結Ռをࣔす．

これは，発೤ྔが高く，発೤Օ所が集中しているΠンόー

タをࠐٵみ取෇けのϑΝンでྫྷ٫し，発೤ྔがগないが，

発೤Օ所が分ࢄしているίンόータをుきग़し取෇けの

ϑΝンでྫྷ٫していることをࣔす．この഑ஔߏ造にΑっ

て，どちらか一方にϑΝンを഑ஔするΑりも，খి力のখ

．ϑΝンでྫྷ٫することがՄ能となったྔܰܕ

Ҏ上の技術にΑり，9	 LVA の高ग़力ながらԻڹύϫー

Ϩϕϧ L8A	57	d# を達੒した．

Fig. 8   Raised up position

Fig. 9   Frame composition of Power Exporter 9000
Fig. 10   Composition of inverter, converter and cooling 

fans
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࣍ੈ୅自ಈंߴ͚޲ग़ྗՄൖܕ֎෦ిڅγスςϜの։ൃ

換ੑٕज़ޓ྆ं .3.3
3.3.1. 72- Ψイυϥインのద߹
1E9000 は V2L ΨΠドϥΠンのద合ੑূ明である

V2L ，ఆ基४（12）に世քでॳΊてద合した．そのたΊݕ

$LAR*T:	F6EL	$ELL のみならͣଞ社の外෦ిڅ機能

を࣋ͭ࣍世代自動ंとも઀続Մ能となり，高い汎用ੑを達

੒した．

一方で，ं ྆がݶఆされないたΊ広いిѹೖ力ൣғに

ରԠする必要がある．そこで，ίンόータに LL$ ڞྲྀి

ৼ方式を࠾用した．LL$ 動方式は，Fig. 6ۦৼڞ にࣔす

L と $ のڞৼにΑりιϑτスΠονンά（;ero	 VoltaHe	

4witchinH）をおこなう．スΠονンάप೾਺をม化させる

ことにΑり，広ൣғのిѹήΠンを得ることができる．本

方式にΑり，150	V から 450	V の広いೖ力ిѹൣғを高ޮ

཰かͭ低いిؾϊΠζで，一ఆのग़力ిѹにม׵すること

を達੒した．結Ռ，$LAR*T:	F6EL	$ELL	との઀続࣌に

おいて，1E9000 のมޮ׵཰は 90� Ҏ上（ఆ֨ग़力࣌）を達

੒した．

また，$LAR*T:	F6EL	$ELL も 1E9000 Ҏ外の外

෦ثిڅとのੑ׵ޓを֬อするたΊ V2L ΨΠドϥΠン

に४ڌしたઃܭとし，高い汎用ੑを達੒した．Ҏ下に

$LAR*T:	F6EL	$ELL でのిڅ技術をड़べる．

3.3.2. C-AR*T: '6&- C&-- のిڅコンϙーωント
$LAR*T:	 F6EL	$ELL は೩ྉి஑で発ిし，直ྲྀ

ి力を 1E9000 にڅڙしている．Fig. 12 に $LAR*T:	

F6EL	$ELL のओ要෦品഑ஔをࣔす．೩ྉి஑が発ిする

たΊに必要な水ૉ೩ྉは，高ѹ水ૉタンΫに 70	.1a のॆ

てんѹ力で໿ 5.0	 LH ஷଂされ，一ൠՈఉのおΑそ̓日分の

ి力څڙをՄ能としている．Fig. 13 にిڅ෦のߏ੒要ૉを

ࣔす．೩ྉి஑スタοΫが発ిしたి力は，F$ ঢѹίン

όータ（F$V$6）とύϫーίンτϩーϧϢχοτ（1$6）で

ग़力ిѹを੍（13）ޚし，リν΢ϜΠΦンόοテリとฒྻ઀続

して，+apan	Electric	Vehicle	 4tandard（+EV4）(105 Πン

Ϩοτからిڅしている．過౉తなిిڅ力ม動にରして

はリν΢ϜΠΦンόοテリがॆ์ిをおこなうことで҆ఆ

したి力څڙをՄ能としている．

3.3.3. C-AR*T: '6&- C&-- の࣌ిڅエωルΪーϚω
ジϝント

ं྆からのిిڅ力は，ثిڅに઀続されるిؾ機ثの

負荷ྔにԠじて೩ྉి஑スタοΫにΑる発ిでڅڙして

いる．高ѹόοテリへॆిしてからి力をڅڙするとॆ์

ిଛࣦが発生するたΊ，લड़の手法とすることで高いޮ཰

を֬อした．ిڅ中は࣍ճの૸行を考ྀし，高ѹόοテリ

の 4tate	0G	$harHe（40$）を低下させないΑうに੍ޚして

いる．

࢒中はϢーβがं室内にいないことを૝ఆし，水ૉిڅ

ྔが低下した場合には自動でిڅをఀࢭし，テϨϚティΫ

スを用いてスϚーτϑΥン౳に通知する機能を実૷した．

૸行とൺべిڅを実ࢪする機会がগないと૝ఆし，Ϣー

βに分かりやすいిڅ開࢝ૢ࡞とする必要がある．そのた

Ί，ిڅίωΫタをቕ合した後は通ৗの૸行࣌のૢ࡞（ϒ

ϨーΩϖμϧを౿みながら 108ER スΠον 0N）のみで

．Մ能としたిڅ

ௐදࣔڠՄೳ໨҆࣌ؒのిڅ .3.3.4
V2L 機ثは無負荷からఆ֨ग़力まで広いൣғで࢖用さ

れることを૝ఆしている．༗事のࡍには，ϥΠϑϥΠン

となるిؾ機ثを࢖用するέースも૝ఆし，現在࢖用し

ているి力をڅڙできる目҆の࣌間をೝࣝՄ能とするこ

とで，高いϢーβビリティを目ࢦした．本γステϜでは，

1E9000，$LAR*T:	F6EL	$ELL おΑͼスϚーτϑΥン

Fig. 11   Air flow analysis results

Fig. 12   Main components of CLARITY FUEL CELL

Fig. 13   Components for power export
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にて表ࣔをおこなった．Fig. 14 に 1E9000 の表ࣔ౮おΑͼ

$LAR*T:	F6EL	$ELL の .*D 表ࣔをࣔす．઀続されて

いる負荷ྔから現在のిిڅ力を 1E9000 がࢉग़し，通信

にて $LAR*T:	F6EL	$ELL にૹ信している．$LAR*T:	

F6EL	$ELL は，ड信したిిڅ力おΑͼ自ݾফඅ分から

水ૉྔ࢒Αりిڅできる࢒り࣌間をࢉग़し，૒方の表ࣔ機

にて協ௐ表ࣔをしている．また，Fig. 3 にࣔすΑうに，本情

報をサーόをհしてスϚーτϑΥンにૹ信している．Fig. 

15 にスϚーτϑΥン表ࣔをࣔす．ं ྆から཭れた場所でも

．様とした࢓を֬ೝՄ能なگঢ়ిڅ

これらͭࡾの表ࣔにΑり，࢖用するిؾ機ثにۙい

1E9000 のγンϓϧな表ࣔで֮ײతにঢ়گ൑断でき，ं ྆

の .*D でৄࡉな࣌間を֬ೝし，スϚーτϑΥンにて཭れ

た場所でも֬ೝՄ能となり，高いϢーβビリティを達੒

した．

（１）	খྔܰܕ化を達੒したことで $LAR*T:	 F6EL	

$ELL のτϥンΫに౥載Մ能となった．また，τϥン

Ϋから߱Ζした後も༰қに本機を移動Մ能なߏ造を

実現した．

（̎）	ޮ ཰తなྫྷߏ٫造にすることで，9	 LVA の高ग़力࣌

のྫྷ٫ੑを੒ཱさせた．また，エンジン発ి機のΠン

όータ技術をԠ用することで，高品࣭ग़力を達੒した．

（̏）	1E9000 はV2Lݕఆ基४にద合し，$LAR*T:	F6EL	

$ELL は V2L ΨΠドϥΠンに४ڌしたઃܭとするこ

とで，઀続の汎用ੑを高Ίた．

５．͓ ΘΓʹ

1E9000 のద用先ূݕのたΊ，Ҏ下のΑうな実ূ実ݧや

σモンスτϨーγϣンを実ࢪした．

（１）	ௗ取大学ҩ学෦とڞಉ研究となるҩྍ機ثへのϚο

νンά֬ೝや，DiTaTter	.edical	ATTiTtance	TeaN（ࡂ

に活動できる機動ੑを࣋ったτϨーχンάظੑٸ֐

をडけたҩྍνーϜ）へのࢀ加（༗事利用）

ث機ؾに必要なి࣌֐ࡂ，࿅として܇ࡂ೉者๷ࠔ୐ؼ	（̎）

のۦ動と外෦ిڅ機能෇き࣍世代自動ंの༗用ੑ֬

ೝ（༗事利用）

（̏）	౦ژϛνテϥスでのΠϧϛωーγϣンやΠϕンτं

にిڅすることで，公త空間で外෦ిڅの活用ূݕ

（ฏ࣌活用）

上記の結Ռから，1E9000 が自વ֐ࡂにରする国౔ڧਟ

化社会ߏங，おΑͼ Honda の目ࢦす水ૉ社会の実現の一手

法となるݟ通しを得た．

1E9000 は，࣍ 世代自動ंを૸るిݯとして活用するࡍ

にՄ能なݶり多くのిؾ機ثを動かせるΑうに高ग़力࢓様

で開発した．ࠓ後はී֦ٴ大に向けて，さらにܰؾに࣋ち

ӡべるύーιφϧϢースのχーζにԠえられるΑうにόリ

エーγϣンを֦大し，国内市場ͩけではなくશ世ք঎品に

ҭてていきたい．
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